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論文内容の要旨
本論文は、学ばれるものと化したいわゆる朱子学の形成に関わる諸問題を朱烹生前の諸問題からは切り
離し、その朱チ学形成の原点、をあらためて究明すべく、朱棄の交遊者、門人との協同生!辛.物として朱票言
説を捉えるという立場からその ζー 葉の生成現場の復原をはかりつつ、朱棄とその交渉者の思考や南宋士大
夫の思想、枠を考究しようとするものである。
全体は、序説とー篇全十三節の論文、及び「結びに」から成り、第一篇四節が朱薫の思想形成に関わる
間北程学の北宋末南宋初の展開を考察し、第二篇九節が朱員長門人、交遊者と朱烹との交渉の諸相とその構
造を解析する。朱京の思想、を、その門人や交遊者と朱京との、朱裏の言葉が機能する相関の現場において
捉えようとするのが、本論文の特色である。
序説は、以上に述べた問題彦、識を論じ、特に書簡資料に注目すべきことを述べる。
第一篇第一草は、北宋末における程学の展開を論じる。
第
概念念、の、現存一一-程語録資料における分布と、程門初伝高弟の程学受容のあり方を検討し、張載の関学及び
その後学との交渉が二程の思想、表現に大きく関わっており、また後世に影響あった初伝高弟の多くがこ程
両者に師事したことから語録中の『二先生語』部分に注目すべきこと、さらに「理』を前面に出すのでは
なく「心」の尊重的期解に傾くこの初伝の程学理解と北宋末政治状勢とが深く関わりを持つことを論じて
いる。
第二節「陳淵の思想ー北宋末南宋初における道学継承の一様態一」は、北宋末諌官として有名な陳躍と
一程初伝の楊時に学び楊時の婿となった陳淵をとりあげ、程門再伝の程学の閣北における展開の様相を検
討する。楊時、羅従源、李伺という、朱裏、に直接連なる師承展開においていわれる静の思想、の深化や『未
発j の尊申がこの陳淵においても抽出でき、これらの問題が閤北地域の将学後学において広がりを持つも
のであると論じでいる。
第二章は、南宋になって前章.の北宋末程学の展開を朱患がどう承けるのかを論じる。
第一節『間北における朱松と朱烹一程氏語録資料の収集をめぐってーJ は、朱烹編の~f呈語録の資料伝
承をとりあげ、その原資料は楊時学系に伝わった資料を朱慧の父朱松が集めたものが柱となり、朱松がそ
の資料を集め得たのは、南宋初に程学が中~とから排除された状況下、間北人脈の中に朱松が身を投じたこ
とによるものであり、李イ同師事期までの初期の朱喪思想、の出発点は、北宋末以来のこの間北科学人脈の巾
にあったと論じている。
第二節『朱棄の『雑学弁』とその周辺」は、 Jヒ宋の蘇拭、蘇轍、南宋の張九成・呂本中の文章を論難し
た朱嘉の「雑学弁Jに関わる問題をとりあげるe 張九成・呂本中にみられる「心」尊重に傾く、朱裏の眼
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前にあった南宋初の程学と朱蔑の批判を追究し、いわゆる定論の樹立として論じられている朱蔑の思想的
自立も突然のものではなく、同じくこの南宋初思潮のあらわれとしての胡氏湖南学に対するその傾倒期に
旺胎していたと論じる。
第二篇第一章は、四十代までの朱裏とその交遊者・門人達について論じる。
第一節「福建における朱震の初期交遊者達j は、朱蒸五十歳以前の交遊者の年代、地域ごとの分布を調
べ、その交遊の広がりが基本的には福建内にとどまっていることを確認し、その交遊の内容について検討
する。仏教傾倒士人との朱蕪の交渉の様相や、朱寒後年の『大学』解釈の基底発想、となる「修己治人』論
につながる、地域に生きる士人としての社会的実践と心主体の問題との連関が交遊土人との交渉で課題と
なっていると論じている。
第二節 f何鏑と朱嘉一福建初期交遊者の朱蕪説理解ー」は、朱裏の同世代の地域内交遊者と朱烹との交
遊の事例として、間北の程学人脈で互いの父の世代から重層的に関わりがあった何錨との交渉を論じ、何
鏑が閤北という出身地域内に活動が限られる、地域に生きる典型的な士人であり、その何鏑の発想は尚宋
初間北程学の展開であったことを解析する。
第二:節「穆徳明一福建朱嘉門人従学の一様態一Jは、関北出身の士人で朱寒四十四歳から機会あるごと
に師事した古参門人の摩徳明をとりあげ、南宋1Jの『心」尊重の儒学思潮に初め傾倒していたこの摩徳明
が、朱票、と出会うことによって『理」に依拠する朱薫思想、に目覚めたその入門期の心の転換の様相を述べ、
また『論語』曾点、の志をめぐる陳淳と康徳明との議論に対する朱療の評語を通して、 「ト学Jを踏まえず
に「上達」にはやると朱棄にはみえた、朱蒸最晩年における摩徳明の朱嘉思、想、理解の態度について論じて
いる。
第二章は、地域内講学を越えた広域の講学における朱烹思想、学術の特質を考察する。
第一節「乾道・淳照における土大夫思想交流Jは、各地の程学系思想、唱道者を結びつける活動を呂祖謙
が行い、また江西の陸氏兄弟が中央に出て湖東陸門が形成され、飢陸対策の官として漸東に赴任すること
により朱裏も漸東陪門と交渉を持つなど、乾道.1.享照頃に科挙システムの中で粍学系士人らに広域の講学
結合が形成されることを論じている。
第二節『朱寮・巴祖謙講学論」は、南宋半ばに各地域で程学系儒学を唱えた人士を結びつけて道学振興
につとめた目祖謙と朱票、との交渉を検討し、両者の交渉の親?をfさが増し始めた時期の交渉の深層に、胡氏
湖南学評価、及び科挙と士人の生き方との関係をめぐり考え方の相違があり、それが両者それぞれの地減
の講学結合の相違に連動し、昌祖謙の言説は科挙応募者の支持を得るものとして機能し、朱京の言説は、
科挙文化を前提としつつも在地社会にいきる士人の課題にJ，むえる学として機能するものになっていると論
じている。
第三節「所東陸門表質と朱蔑」は、 i折東陸門として有名な衰'受が江西の陸氏兄弟、漸東の昌祖謙、祖倹
兄弟、陳亮の学、朱寒人脈とjムーく交わった折衷的学風をもち、その学風が広域講学を象徴するものである
と論じつつ、彼が前期陛学に対応する陸学本心論を科挙に対応する読書の学に変容させっつ、しかし心の
陶冶論と読書の学とが朱悪説ほどには融合しきれず、士人の広範な学術需要に応える学には至っていない
と論じている。
第二i章は、朱員長1i十歳以前の交遊が五、六十代に質的に変化していく様相を論じる.
第一節『丘、六十代の朱棄とその交遊者達Jは、朱案内十代以前に交渉が始まった人々と比較すると、
朱蔑五十代以降に交渉が始まった交遊者、門人らは、縁故によるのではなく朱寒学説を前提として交渉を
持ち、また新たには多く福建外から朱票のもとに参集していること、またその交渉の中でいわば朱蕪学術
を継承する正統意識が旺胎していることを考察し、朱烹門人集団の形成が、朱烹四卜代ではなくこの段階
であると論じている。
?? ???
第二節「陳文蔚における朱護学説の受容」は、朱裏門人の一次資料から朱蕪思想、が通行し始めた頃の門
人の従学様態を再構成する試みとして、朱蔑ii十五歳以来朱棄に師事した、閤北隣綾地域信州出身の陳文
蔚をとりあげ、功利を追う科挙の受験勉強に迷いを抱いた陳文蔚が、埋に依拠する朱棄の思想、によって迷
いを払拭し、その学の熱き尊泰者へと転換したこと、また朱鼻、の理、及び性概念、が朱門内で多様に理解さ
れていることを論じている。
第プ.節「朱裏祭砲感格説における『理』ー朱門における朱嘉思想、理解の一様態ーJは、祭事巴感格説にお
いて程聞説に依拠し、祖霊の魂気は消滅していくとするために、朱薫説では祖先祭最巴のしくみが説明でき
なくなるという祭杷説に一見まつわる難点を、その実、朱寒とその門人らが「理Jの視点から説明し、祖
先以外の神々をも含む祭記を原理的に説こうとしていることを論じており、また門人とのやりとりの中で
表出される朱嘉言説が、必ずしも朱棄の当初の意図通りではなくして理解されるありさまを検証している。
『結びにJは、朱寒思想、が士人層に広がりを持っていく要因を横討するには、科挙システムとの関わり、
地域と思想の関わりといった課題について考察すべきことを指摘する。
論文審査の結果の要旨
近世の東アジアを席捲した朱子学は、従米『初めに朱子学ありき』という前提から研究されることが多
かった。友枝龍太郎氏の『朱子の思想形成.!l (1969年)は、そのような前提に対する批判の上に立ち、朱
烹の思想を最初から完成されたものとしてではなく、凹十歳の定論確立に向けて成長を遂げて行った思想
としてその f形成」を綿密に考察した労作であった。市東氏の本論文は、こうした先人の業績を踏まえつ
つ、朱子学の形成と成立とをより広いパースベクティブの中で捉え、更に朱棄の思想を、彼が思想形成を
行った閲北(福建省北部)という地域に据え、朱震の思想は『彼と対話する者との協同作業によるものJ
とする独自の「場」の観点を導入している。
本論文は、兄代に至って官学に昇りつめた朱子学の展開を以下の6段階に分けて構想する。
1.朱嘉が継承した北宋の程学(程子凡弟)の学術の閑北における展開。
2 .朱寒四十代までの思想形成。
3 .朱薫存命中における朱子学の原初資料の形成。
4.朱棄の死後、再伝(朱嘉の門人の門人)の人々に継承される段階。
5.朱子学の社会的地位の上昇と中央政界への進出。
6 .元代、科挙に採用され、正統教学としての朱子学の成立。
本論文は全体として、序説と二篇、および「結びに」から成っている。
第一篇「朱薬思想、形成の場一北宋末南宋初の閤北程学Jでは、朱裏の思想と人脈は前世代までの人脈と
思想、を継承して形成されたものであり、朱寒思想、を形成したその「場Jが、地域人脈としても思想内容と
しても、闘北への北宋末程学の展開として捉えられるべきことを論じている.
第二篇「朱嘉門人・交遊者の朱薫思想、理解Jは、本論文の主要部であり、朱寒門人集団の形成とその講
学(研錆活動)、師事事例を検討する。以下、各章各節の記述に心いつつ論評を試みる.
第一篇第ー章「北米未における程学の展開」第一節「程門初伝と二科語録資料Jでは、二程子の思想が
どうであったかではなく、三碍子初伝(直接教えを受けた世代)の高弟たちにどのように受け留められた
かを詳細に検討する。二程子をql核として形成された、いわば程子四伝に当たる朱藁の思想、を論じる場
合、これは避けて通れぬ手続きであり、張載の関学の強い影響、初伝の高弟たちが程子思想の『理Jより
「心」を重視したのは地方逼寒を余儀なくされた彼らの精神保持のゆえであるとするなど、創見に富む指
摘が少なくない。
第て節 f陳淵の思想一北米末南米初における道学縦承の一様態ーJでは、陳淵という人物を取り上げ、
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やがて朱寒が活躍する舞台となる閲北という地域で、二程初伝の楊時の思想、がどのように受容されたかを
論じる。人選は適切であり、陳淵という一事例を通して北宋末南宋初のこの地域の思想状況を明らかにし
ているが、欲をいえばもう少し事例がほしい。
第て草「南米初の程学と閑北における朱寒J第一節「閤北における朱松と朱震一程学語録資料の収集を
めぐってーJでは、桂門主伝というべき朱松(朱藁の父)と四伝というべき朱療とによって収集された二
程資料はどの系統のものであったかを検討する。前章の二論文を朱烹の側から見たもので、これも必要な
作業である。従来詩人として見られていた朱松を、思想史上に位置づけた意義は大きい。
第二節「朱裏の『雑学弁』とその周辺j は、蘇東披らを批判した「雑学弁Jの分析を通して定論確立以
前の朱烹の思想、を浮彫にしたもので、定論確立が突然なされたものでないことを立証する。分析は精綴で
あり、著者の並々ならぬ思考力が窺われる。
第二篇第一章「四十代までの朱藁とその交遊者達」第一節「福建における朱棄の初期交遊者達」から本
論文の主要部に入る。本節では、南康軍知事として外に出るまで間北に家居した時期の朱烹の交遊者を調
べ上げ、更に、彼らとどういうテーマを講学しやjを共有し合ったかを検討寸る。地域性がくっきりと彫塑
されている。
第二節『何鏑と朱嘉一福建初期交遊者の朱烹浬解一』では、関北に拍動が限定された何鏑を事例として
取り上げ、彼との交流を通して朱藁の思想的変容を描き出している。事例はー・つであるが、分析は詳密で
あり、当時の思想状況、そしてそこから自己を確立していく朱棄の姿があぎやかに捉えられている。
第三節『摩徳明一福建朱票、門人従学の一様態-Jでは、摩徳明という古参門人の事例を通して、彼が何
を求めて朱門に入り、どのように変わっていったかを詳細に跡づけている。これも事例は一つであるが、
しかしこの事例の典型性によって「朱薫門人集団」のありょうが具体的に解明されたと評価しうる。摩徳
明が「心」の尊重から「理』に覚醒していく過程が活写されており、 「理』を社会性の原理という観点、か
ら捉える見方は斬新である。
第二壷「乾道・淳鼎の学一地域講学とJL:.域講学一」では、上述の「地域内講学」に対して他方で地域を
超えた「広域講学」が成立していたことを、科挙システムの結節点に立つ邑祖謙という人物を通して解明
する。 r地賊内講学Jと「広践講学Jという視点、の設定は、本論文の価値を高からしめるものであり、南
宋の学術界の様相を生き生きと現前させることに成功している。欲をいうと、朱門以外のネットワークに
も言及すれば叙述が一回立体的になったはずである。
第二節「朱素・呂租謙講学論」では、前節の呂氏を再び取り上げ、朱烹との交遊と両者の思想的立場の
相違を論じる。従来、日祖謙は「思想、の調停者」といった捉え方しかなされていなかったが、本節によっ
て彼の思想が解明された。科挙システムを基軸にした両者の比較の方法も斬新である。ただ、部分的に説
明不足のところもある (4-13員など)。
第三節「漸東陪門衰塑と朱薫」では、 『広域講学」の事例として折衷的思想傾向を持つ衰獲を取り上げ、
その広域ネットワークにおける彼の思想的位置が朱薫との関係を遇して述べられている。本節で朱患の科
挙観が論述されるが、朱寒の思想は「心Jと科挙のための学問という、当時の士人の二つの需要に対して
総合的に応えうる構造を備えていたとする指摘は、朱議は「為己の学J (出世のためでなく自己確立のた
めの学問)の障害になるとして科挙の学を切ったとする通説より現実的であり説得力がある。朱蔑の思想、
と科挙システムとの大胆な接合は、南宋思想史研究に新しい地平を拓くものである。
第三章 r1i、六十代の朱農とその交遊者層の.変イヒ」第一節「五、六十代の朱棄とその交遊者、門人達」で
は、朱票、阿十代までに交渉が始まった人々の多くが縁故によるのに対して、六十代では、朱薫の学説に魅
力を感じて福建外からもやってきたことを論証し、本格的な朱烹門人集団の形成がこの段階であると指摘
している。まことに妥当な結論といわねばならない。
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第二節『隙文前における朱農学説の受容」では、朱烹の思想が社会に通行し始めた頃から帥事したー在
地士人が迷いを払拭し、朱棄の『理Jの思想、の受容者へと自己変革を遂げていくプロセスを追う。師の死
後、 40年も牛色た師説のー伝道者を通して、朱巣の思怨と門人集団の一断面が鮮やかに剥挟される。この
門人陳文蔚は、従米間中謙二氏の綿僚な考証によって師事期は同次とされていたが、それを七次と修正し
たところに著者の学問的力量の一端を窺いうる。
最後の第三節『朱主霊祭記感、格説におけるく理>ー朱門における朱烹思想、理解の一様態ー」では、従来朱
烹鬼神論(宗教哲学)のアボリアとされていた「気」による感格(神とのコミュニケーション)説とは別
に、朱奈は「理」の観点、から原理的に基礎づけようとしていたとする。しかし、 「理Jの導入はすでに先
人の指摘もあり、本節は他の節に比して論情が晦渋であって、通説が超克されたとも思えない。
総じて、構成にも破綻がなく、朱窯という傑出した思索者を咳として門人集団と朱子学が形成されてい
くプロセスが説得力をもって記述されている。精密な考証力と粘り強い思弁力のバランスがよく取れてお
り、それを表現する文章も隙がなく明解であり、分かつて書いているのが行間からよく読みとれる。著者
は本論文を『中間報倍」と謙遜している。確かに事例の数も多いとはL、えず、前述の朱子学成立に至る六
段階のうち、第四段階以後は本論文では扱われていないし、朱子学の源流の中で二程子が偏重されて陪li廉
渓、張載、部康節等には殆ど論及されていない。しカか、し、普
れるにi通是いないし、朱京の思想想、形成を『場」で捉えようとした独白のアイデアと、それを実現させた学力
とは、本論文の短所を補って余りある。
以kの所見により、本論文は大阪市立大学博士(文学)の学位を授与するに値するものと認められる。
? ? ??
